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寄付者のご紹介

今号の主な記事

【賛助会員の募集】
札幌市社会福祉協議会では賛助会員を募集しています。いただいた会費は、札幌市の地域福祉を推進する貴重な財源となります。
地域福祉のサポーターとして、お互いに支え合う街づくりの実現のため、ご協力をお願いいたします。

個人（１口）1,000 円　団体（１口）10,000 円　問い合わせ先　総務課（11ページ参照）

毎月３日は
見守り・訪問
の日
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表紙写真：市民のみなさんの手作り「まもりん」



私たちの社協  〜26年度に札幌市社協が新たに取組む事業をご紹介します〜　　　　

「老福・こまおか」便り  〜新社協の福祉施設関連事業をご紹介します〜　　　　
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やさしい街

区社協・事業所等連絡先（中央区）　○中央区社協　281-6113　○中央ヘルパーセンター・あんしん 24中央　272-8480
○総合支援センターえがお　231-3294　○訪問看護ステーションあんしん　208-3511　○中央相談センター　272-3294
○中央区第１地域包括支援センター　209-2939　○介護予防センター大通公園　271-1294　
○中央調査センター　280-7801　○ナイトケアセンター　208-3800　○中央老人福祉センター　614-1001

2014年4月、札幌市社協と札幌市福祉事業団が合併いたしました

　これまで作業を進めてまいりました福祉３団体の統合については、昨年４月の（財）札幌市在宅福祉
サービス協会との統合、そして、この４月に（社福）札幌市福祉事業団との合併が終了し、新社協としての
歩みをはじめました。
　これまで３団体で培ってきた実績・役割・機能が結びつくことによって、３団体再編統合の目的として�
きた「市民一人ひとりの暮らしを尊重する福祉社会の実現」を目指してまいります。

　　　　　　　札幌市社協では、平成26年４月より“老福”こと「札幌市老人福祉センター（中央区、東区、
白石区、厚別区、豊平区、清田区、南区、西区）」、“こまおか”こと「札幌市保養センター駒岡」の施設の
管理運営を行います。ここでは、老福・こまおかそれぞれの活動やイベント情報などを皆様にお届けいたしま
す。第１回目の今回は、老人福祉センターについてのご紹介です。

＜老人福祉センターってどんなところ？＞
　老人福祉センターは、健康増進に役立つ健康体操の実施や健康講話の開催、教養の向上を目指すため
の教養講座の開催、その他レクリエーションやサークル活動など様々な目的で気軽に利用できる場とし
てご利用いただいております。また、館内には、健康づくりのために血圧計やランニングマシーン、
マッサージ器などを備えた機能回復訓練室や広々とした浴室（有料／入浴料200円）などがあります。
　高齢者の方々の憩いの場、健康増進の場としてたくさんの方々にご利用いただいておりますので、ま
だ利用したことないという方は、ぜひ一度お越しください！

【ご利用方法】
　市内に在住の60歳以上の方であれば、どなたでも入館料無料でご利用
いただけます。初めてご利用いただく方には利用登録証を即日発行いた
しますので、年齢、住所を証明できる書類（自動車免許証や健康保険証な
ど）をお持ちください。利用登録証は全区の札幌市老人福祉センター
で使用できます。また、来館時には必ず利用登録証をご持参頂きますよう
お願いいたします。

地域福祉推進事業
（札幌市社会福祉協議会）

○住民福祉活動など

在宅福祉推進事業
（旧在宅福祉サービス協会）

○介護保険関連事業など

施設福祉関連事業
（旧札幌市福祉事業団）

　○老人福祉センター

　○保養センター駒岡

　○デイサービスセンター

新社協のイメージ

2014 年 4 月合併

2013 年
統合



　少子高齢社会のなか、全国的には認知症高齢者の増加が予想されております。札幌市においても、
高齢者夫婦世帯や高齢者単身世帯が増加傾向にあり、また、成年後見制度に関する相談や申立件数も増
加傾向となっています。
　このような状況を踏まえて、判断能力が不十分な
認知症高齢者や障がいのある方の権利擁護を推進
する動きが高まりつつあります。しかしながら、成年
後見制度の活用が今後見込まれる中で、従来後見人
として選任されてきた親族や弁護士などの専門職
後見人だけでは、成年後見人の不足が懸念されてい
ます。本会では、平成24年度から2年間をかけて、調
査研究委員会（委員長：杉岡直人北星学園大学教授）
を設置して、札幌における市民後見人の必要性や期
待、養成研修の在り方や活動支援の仕組み等の検
討・協議を進めてきました。そして、平成26年度から
は、市民後見人養成研修の実施や市民後見人の活動
支援をすることとなりました。
　この事業を推進するため、市民後見人が適正かつ円滑に後見業務を進めるための支援体制が不可欠で
あり、札幌市の委託を受けて、本会高齢者・障がい者生活あんしん支援センター（通称：あんしんセンター）
内に後見実施機関を設けます。
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区社協・事業所等連絡先（北区）○北区社協　757-2482
○北ヘルパーセンター・あんしん 24北　726-7810　○北相談センター　717-3294　○北区第 1地域包括支援センター　700-2939
○北区第 2地域包括支援センター　736-4165　○北区第 3地域包括支援センター　214-1422
○介護予防センター新道南　707-4129　○北調査センター　708-5512　○屯田西老人デイサービスセンター　773-4171

市民後見人養成研修がスタートします！

市民後見人は地域を支えるあらたな存在。ぜひ「事前説明会」にご参加を

札幌市の高齢者人口と将来推計
（住民基本台帳）

札幌家庭裁判所管内での
法定後見の申立て件数

26年度
重点事業

　札幌市における市民後見人とは、地域福祉の担い手として、権利擁護・成年後見制度を支える新たな人
材として位置づけられ、成年後見制度などに関する一定の知識や技術を習得するための養成研修を受講
する必要があります。この養成研修を受講するためには事前説明会への参加が必須となります。

○�養成研修の受講対象者は以下の要件をすべて満たすこと
が条件となります。

　・事前説明会に参加すること
　・札幌市民であること
　・�昭和20年（1945年）4月1日生まれから平成2年
（1990年）3月31日生まれまでの方

　・�原則として指定したすべての研修（19日間・52時間）
を受講することが可能で、市民後見人として活動でき
ること。

　・�後見人の養成研修を実施する団体の資格を有していな
いこと。（弁護士、司法書士、社会福祉士、税理士、
行政書士などの有資格者は、当該団体等で養成研修を
受講してもらうこととし、市民後見人養成の受講対象
者として含めないこととします。）

○�事前説明会後に、養成研修の受講の募集を行い、選考の
上で、養成研修の受講者を決定します

○�養成期間は基礎研修9日間（10月〜12月）、実務研修10
日間（1月〜3月）を予定

【日時】　（第1回）平成26年7月9日（水）13：30〜16：00
　　　　（第2回）平成26年7月31日（木）13：30〜16：00
　　　　　　　　いずれか1回で良い
【場所】　札幌市社会福祉総合センター�４階�大研修室
【内容】　市民後見人養成の意義、養成研修の受講方法等
【定員】　各回300名（定員になり次第、締切とします）
【申込み期間】�5月12日（月）から6月20日（金）まで。先着順
【申込み・問い合わせ先】

　　�札幌市社会福祉協議会あんしんセンター
　　ＴＥＬ632-7355　ＦＡＸ613-5486

養成研修受講の注意事項
◆事前説明会◆

Ｈ 23
394,753 人

Ｈ 20
896 件

Ｈ 27
476,000 人

Ｈ 23
939 件

市民後見人は、家庭裁判所に選任されてから、被後見人
等の後見業務（財産管理等）を行い、家庭裁判所の後見
監督を受けます。



区社協・事業所等連絡先（東区）　○東区社協　741-6440　○東ヘルパーセンター・あんしん 24東　753-4270
○東相談センター　751-3294　○東区第 1地域包括支援センター　711-4165　
○東区第 3地域包括支援センター　722-4165　○介護予防センター北栄　751-1294　
○東調査センター　733-1376　　○東老人福祉センター　741-10004

やさしい街

在宅福祉の現場から  〜事例をとおして在宅福祉の今をお伝えします

①「訪問介護」の現場から
このコーナーでは、対人援助の専門職である私たちがお手伝いをさせていただく事例をご紹介するこ
とで、ホームヘルプサービスを身近に感じていただき、市民のみなさまに安心してサービスを利用して
いただくことを目指します。

ケース 1

ケース 2

妻　８５歳　要介護５　脳梗塞による寝たきりと認知症
夫　９０歳　要介護２　体にしびれ等はあるが、自分の身の回りのことを行える程度

【夫（ご主人）からヘルパーへの相談】
　「妻の介護の仕方も分からないし、自分の言うことはあまり聞いてくれず、食事介助も拒否されることが
多く困っている。排泄介助や入浴介助も自分には大変なことで、どうしてよいか分からない・・・・・」　という
相談を受け、サービス提供責任者がご自宅を訪問。

　訪問時のご相談内容から、毎日複数回の援助が必要な状態であり、ご主人からも「そうしてもらえると助
かる」と依頼を受けました。

　＜定期巡回・随時対応型訪問介護看護のサービスとして提供開始＞
　＜１日４回で、それぞれ３０分程度でサービス提供開始＞

　ご主人の介護や声かけには拒否が強かった奥さまですが、ヘルパーが食事介助を行うことで、食事を確実
に摂ることができるようになりました。
　また、排泄介助や入浴介助等、必要な介護をヘルパーが行うことで、奥さまも快適に過ごすことができ、
ご主人からは「介護方法を知ることができ、私の負担も少なく介護をすることができるようになりました」と
の声をいただくことができました。
　現在もサービスは継続し、ご主人の介護負担軽減や、奥さまへの必要な介護の提供が行われています。

男性８５歳　要介護２　脳梗塞による半身マヒあり。

　ご本人からの相談。「掃除が出来ないので手伝ってほしい・・・・・」との依頼。

　相談を受けて訪問。室内は物であふれていて足の踏み場もない状態。しかし、ご
本人はどこに何があるかが分かっており「物の位置を変えると分からなくなるので動
かしてほしくない」と言われる。「掃除をしたら、置いてあるものは元の位置に戻してほしい」とも言われ、
まずはサービス開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ページヘつづく
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区社協・事業所等連絡先（白石区）　○白石区社協　861-3700　
○白石・厚別・清田ヘルパーセンター　896-9610　○白石老人福祉センター　851-1551
○白石・厚別・清田相談センター　801-3294　○白石・厚別・清田調査センター　801-3623　

サービス付き高齢者向け住宅

トーアレガートパレストーアレガートパレストーアレガートパレス

入居者
募集中

ヤマダ
電機● 平成26年3月1日オープン

　 　　　　　　　　　　施設見学・入居相談随時受付
● 地下鉄南北線「北34条駅」から徒歩3分（交通至便）
● 24時間職員常駐の安心・安全・快適な住まい
● 月額利用料金　一般居室（1R）143,000円
　　　　　　　　介護居室（1R）188,000円

）込費食、費スビーサ等談相活生、費益共、賃家（ 　

360-361-0210　　）81番3目丁4西条13北区北市幌札（室談相居入　杜のいこいアート）株（ ： 先せわ合い問お・求請料資

ケース 2 のつづき

＜週２回ヘルパー訪問開始＞

　「どこに置きますか？」「ここにまとめたらどうでしょうか？」とヘルパーが提案しながらサービスを行いま
した。当初はヘルパーの提案に対して抵抗が強かったものの、ご本人にも見てもらいながら一緒に片付けを
行うことで、室内は徐々に整理されていき、歩くスペースも確保されました。

　ご本人からは「始めは今の状態が一番良いと思っていたけど、少しずつでも片付けをすることで、これま
で以上に過ごしやすい環境になった」とおっしゃっていただきました。
　現在もサービスは継続され、引き続き、室内の掃除や片付けを一緒に行うことで、過ごしやすい環境を
保っています。

ケース 3

ヘルパーから市民のみなさまへ

女性７５歳　　要介護１　
転倒骨折後股関節が不自由になる

　「かがんだりする動作が大変。肩にも痛みがあって、腕をあげたりすること
が困難なので、ヘルパーさんに来てもらって大変な家事を手伝ってもらいた
い・・・・・」というご相談。

　＜週２回　大変な掃除や、腕を上にあげるような洗濯干しのサービス提供を開始＞

　元々明るい性格の方でしたが「体が不自由になったことで外出の機会も減り、色々な人との交流も少なく
なった。気持ちも沈みがちのことが多くなった」とも本人からは言われていました。
　しかし、ヘルパーが訪問することで“会話を楽しみながら”、また、“出来る範囲で一緒に”掃除や洗濯をす
ることで、前向きに生活が出来るようになってきました。
　今では、ヘルパーの訪問を楽しみに待っていてくれます。「明るく前向きになることが出来た」と、ご本人
からの言葉もいただきました。
　気持ちが前向きになることで、「雪が解けたらまた色々と出掛けてみようかな」という言葉も聞くことが
できるようになりました。

　私たち札幌市社会福祉協議会の訪問介護は、平成5年にスタートしました。これまでご利用をいただいた市民
の皆様に育てられ、確かな経験を積み重ねてまいりました。これからも介護を必要とされる方へ、安心で確実な
サービスを提供してまいります。

写真はイメージ。本文とは関係ありません



区社協・事業所等連絡先（厚別区）○厚別区社協　895-2483
○白石・厚別・清田ヘルパーセンター　896-9610　○白石・厚別・清田相談センター　801-3294
○白石・厚別・清田調査センター　801-3623　○厚別老人福祉センター　892-22116
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こちら情報センター  〜福祉の情報収集は情報センターにおまかせ〜

情報センターには、福祉関係図書・資料など約40,000の蔵書があります。

大人のための朗読会

【会　場】札幌市社会福祉総合センター�4階　視聴覚兼会議室
【参加費】�無料
【定　員】それぞれ60名（先着順）※定員になり次第、締め切り。
【予定内容】フリーアナウンサー・田中隆子さんによる文芸作品朗読
【予定作品】「山椒魚」井伏　鱒二／「満願」太宰　治／ほか
【申込受付】5月19日（月）から
【お申込み・お問い合わせ先】情報センター資料室　
　　　　　ＴＥＬ６１４－２００１　ＦＡＸ６１５－２６６６

情報センターおすすめ図書
「心にしみる懐かしの歌・四季の歌」　大石　亜由美 / 編著　いかだ社　
　全国の60代〜90代の方、一万人を対象に行った「好きな歌」に関するアンケートで選ばれ
た唱歌や歌謡曲の歌詞を収録し、歌をもとに行う運動、回想法などの音楽レクリエーション
も併せて紹介した本。
　看護師として高齢者に関わってきた著者による、レクリエーションのアドバイスや介護の
ポイントも載っています。

総合センターからこんにちは  〜大通西19丁目から福祉を応援〜 

社会福祉総合センターは福祉活動の提供を目的とした施設です。

「手すり用おたすけグリップ」福祉用具ご紹介

誰もが気軽に立ち寄れる　くつろぎの空間

　お腹とこころを満たす癒しの場として、
笑顔と美味しい軽食などをご用意しており
ます。そして、５月からは、「中庭の開放」�
も実施いたします。木漏れ日差す中庭で、
美味しい珈琲は如何でしょうか？

６月６日（金） ① 13：30 〜 14：30　② 15：30 〜 16：30

元気カフェふらっとからのご案内＜総合センター 1F ロビー＞
～中庭が解放されます～

営業時間
月�〜�金　10：00〜19：00
土･日･祝　10：00〜16：00
中庭開放　５月上旬より（予定）

※「元気カフェ」とは…障がいの
ある方が接客等を通じてさまざまな
方と交流すること、また障がい者に
対する理解や雇用の促進を目的とし
て、札幌市が設置し民間事業者が運
営するカフェです。 珈琲２５０円／ランチ５００円〜

　手摺に取り付けるスベリ止めです。ドライバー1本で簡単に取り付けで
きます。ソフトな手触りですべり止め効果抜群です。緩やかなボール面が
手にしっかり引っ掛かり、力がいれやすくなります。(税込616円)

　社会福祉総合センター4階にある福祉用具展示ホールから、おすすめの
福祉用具をご紹介いたします!（福祉用具の展示数は約400点!）
　【会館時間】月〜金曜日　9：00〜17：00　
　　　　　　　第２土曜日　9：00〜12：00
　【お問い合わせ】TEL�614-3343　FAX�614-1109



区社協・事業所等連絡先（豊平区）　○豊平区社協　815-2940　○豊平ヘルパーセンター　837-3171　
○豊平相談センター　837-3294　○豊平区第1地域包括支援センター　841-4165　○介護予防センター美園　817-1294
○豊平調査センター　837-3301　○豊平老人福祉センター　　811-5201 7
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平成26年度の新たな取り組みを中心に

市民後見人養成研修の実施
　認知症高齢者が増えるなかで、権利擁護分野に
おいても支援体制の充実は急務となっています。
今年度は市民同士が支え合うしくみとして市民
後見人養成研修をスタートさせます。

　　��施設を中心とした
　　  高齢者福祉サービスの推進

　札幌市福祉事業団との合併により、養護老人
ホーム長生園、老人福祉センター、保養センター
駒岡などの運営が新たに加わりました。これまで
の地域福祉、在宅福祉の活動と連携して、よりよ
いサービスの提供を目指します。

福祉除雪事業の充実強化
　利用世帯が増加する一方、除雪作業を行う地域
協力員（企業や団体、個人ボランティア等）の確保
が大きな課題となっています。一人でも多くの市
民の協力を得て、サービスの充実強化を進めます。

生活困窮者の自立支援の推進
　厚別区においてモデル事業として実施してい
る「生活・就労支援センターあつべつ」について、
様々な課題を抱える世帯に対して、自立・就労の
両面から支援を展開するとともに、２７年度の本格
実施に向けて、より有効な支援方策を構築してま
いります。

平成26年度事業計画
　　本年4月の合併により、札幌市社会福祉協議会の事業はさらに拡大することとなりました。
　　市民一人ひとりの暮らしを尊重した福祉のセーフティネットとしての役割を果たしてまいります。

総額　　　　　　6，941，208千円
社会福祉事業会計　　4，667，768千円
　法人本部� 1，564，396千円
　社会福祉総合センター� �811，192千円
　ボランティアセンター� 64，414千円
　訪問介護センター� 1，434，130千円
　指定管理施設（社福）� 793，636千円

公益事業会計　　2，157，455千円
リンケージプラザ� 126，529千円
　地域包括支援センター� 711，193千円
　介護保険関連センター� 1，101，803千円
　指定管理施設（公益）� 217，930千円
収益事業会計　　115，985千円
　指定管理施設（収益）� 115，985千円

平成26年度予算概要（収入を中心に）

6月15日、6月22日、7月6日、7月20日



　小　学　校　　　　　　　
札幌三育小学校
市立南白石小学校
市立東白石小学校
市立菊水小学校
市立本郷小学校
市立ひばりが丘小学校
市立信濃小学校
市立大谷地東小学校
市立上野幌小学校
市立上野幌西小学校
市立上野幌東小学校
市立厚別西小学校
市立厚別北小学校
市立厚別通小学校
市立もみじの森小学校
市立もみじの丘小学校
市立青葉小学校
市立厚別東小学校
市立小野幌小学校
市立月寒小学校

市立真駒内桜山小学校
市立手稲鉄北小学校児童会
市立新陵小学校
　中　学　校　　　　　　　
市立柏中学校生徒会
市立宮の森中学校
市立啓明中学校
市立山鼻中学校
市立中島中学校
市立栄中学校
市立信濃中学校
市立厚別南中学校
市立上野幌中学校
市立厚別北中学校
市立もみじ台中学校
市立もみじ台南中学校
市立青葉中学校
市立石山中学校
市立手稲西中学校
　高　　　校　　　　　　　
札幌南高等学校

市立札幌大通高等学校
札幌龍谷学園高等学校
札幌聖心女子学院
クラーク記念国際高等学校
飛鳥未来高等学校
札幌北陵高等学校
札幌英藍高等学校
札幌開成高等学校
札幌東陵高等学校ボランティア局
札幌東豊高等学校
札幌北斗高等学校
札幌大谷高等学校
自由が丘学園三和高等学校
札幌東高等学校
札幌厚別高等学校
札幌厚別高等学校ボランティア部
札幌啓成高等学校ユネスコ部
星槎国際高等学校
札幌東商業高等学校
北海高等学校
札幌平岸高等学校

北海学園札幌高等学校
札幌平岡高等学校
北嶺高等学校
札幌新陽高等学校
札幌山の手高等学校　JRC
札幌あすかぜ高等学校
　専　門　学　校　　　　　
札幌医学技術福祉歯科専門学校

赤い羽根からのお便り  〜じぶんのまちを良くするしくみ「赤い羽根共同募金」〜

区社協・事業所等連絡先（清田区）　○清田区社協　889-2491　
○白石・厚別・清田ヘルパーセンター　896-9610　○清田老人福祉センター　885-8500
○白石・厚別・清田相談センター　801-3294　○白石・厚別・清田調査センター　801-36238
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　平成25年度の札幌市の共同募金運動は昨年12月末に終了し、2月下旬に集計結果がまとまりましたのでご報告いたします。

� 平成25年度� 平成24年度（参考）� 前年度増減額
一般募金� 104,508,717円� 1,06186,439円� ▲1,677,722円
地域歳末募金� 2,993,590円� 3,283,064円� ▲289,474円
合　　　　計� 107,502,307円� 109,469,503円� ▲1,967,196円

平成25年度もたくさんのご協力をいただきありがとうございました

募金箱設置へのご協力に
お礼申しあげます

寄付者のご紹介（個人の部）

募金協力校

　敬称略。順不同。1万円以上の寄付者を掲載。

　敬称略。順不同

　　　中　 央　 区　　
　　後　藤　一　保
　　　北　　　区　　
加　藤　繁　司
長　津　寿　実
水　上　平　吉

　　　東　　　区　　
氏　家　　　猛
坂　井　信　男

真　田　信　行
深　浦　信　吾
村　上　吉　一

　　　白　石　区　　
岩　井　正　尚
上　納　ヱミ子

　　　豊　平　区　　
奥　野　繁　雄
高　橋　穂　積

豊　川　春　雄
長谷川　洋　一
籏　本　道　男
本　多　恵　美
山　本　笑美子

　　　厚　別　区　　
粟　井　信　雅

　　　清　田　区　　
坂　東　夫佐子

　　　南　　　区　　
大　磯　英太郎
二　宮　ヱ　ツ
林　　　　　勲

　　　西　　　区　　
喜　多　孝　男
條　野　正　志
鈴　谷　セツ子
宮　坂　榮　二

　　　小　樽　市　　
青　木　璃　花

　（株）ツルハホールディング
ス様、イオン北海道（株）様、
マックスバリュ北海道（株）様
を始め多くの店舗や団体の
皆様にご協力をいただきまし
た。
　心より感謝申しあげます。



区社協・事業所等連絡先（南区）　○南区社協　582-2415　○南ヘルパーセンター　588-8621　
○南相談センター　581-3294　○介護予防センターまこまない　581-1294　
○南調査センター　588-8360　○南老人福祉センター　591-3100 9
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寄付者のご紹介（法人及び団体） 　敬称略。順不同。2万円以上の団体・法人

　中　央　区　　　　　　　　　　
（株）ＨＢＡ
（株）ＮＯＨＹＵ
（株）サクマ
（株）さくら総合Ｍ＆Ａセンター
（株）丸ヨ　池内
（株）札幌ネクシス
（株）札幌丸井三越　
（株）札幌振興公社
（株）山二辻商店
（株）松岡ビル
（株）石川物産館
（株）東急百貨店　札幌店
（株）北海道建築総合研究所
（株）北海道新聞社
（株）北海道森林土木コンサルタント
（株）北洋銀行
（有）北精エンジニアリング
（一財）北海道交通安全協会
（公財）鉄道弘済会　北海道支部
一般社団法人　札幌銀行協会
岩田地崎建設（株）
エス・バイ・エス事業協同組合
カタギリ・コーポレーション（株）
ススキノ十字街ビル（株）
道路工業（株）
（株）エイト設計
ろうあ老人クラブ
久遠寺
京セラドキュメントソリューションズ
　　　　　　　　　　　ジャパン（株）
金光教　札幌地区連合婦人会
五雲山　龍興寺
札幌テレビ放送（株）
札幌医科大学　事務局
札幌交通機械（株）
札幌鉄道少年団
宗教法人真如苑　北海道本部
女性学級　あさがお
税理士法人さくら総合会計
税理士法人さっぽろ税務会計

道央情報サービス協同組合
北ガスフレアスト南（株）
北海道電力（株）札幌支店
山鼻地区民生委員児童委員協議会
西地区民生委員児童委員協議会
　北　　　区　　　　　　　　　　
（株）ムトウ
（有）メディカル池田
ケント・ハウス（株）
寿薬品（株）
一般社団法人札幌市手をつなぐ育成会
拓北ひまわり長寿会
横新道第一久楽会
双葉老人クラブ
　東　　　区　　　　　　　　　　
（医）社団豊生会
（株）東翔
（協）札幌繊維卸センター
関販テクノ（株）
薬師寺
札苗平成クラブ
北海道軌道施設工業（株）
北新石油（株）
陸上自衛隊丘珠駐屯地
元町地区民生委員児童委員協議会
札苗地区民生委員児童委員協議会
　白　石　区　　　　　　　　　　
（医）信佑会　吉田記念病院
ＮＰＯ北海道総合福祉研究センター
札幌建設運送（株）
カフェバー５５
菊水親老クラブ
白石中央五福会
北都明生会
　厚　別　区　　　　　　　　　　
（有）草島工業
みずほ楓会
厚別南地区民生委員児童委員協議会
　豊　平　区　　　　　　　　　　
（医）慈昴会　福住内科クリニック
（株）大宮ホーロー北海道製作所

（株）開発調査研究所
（株）平岸グランドビル
（医）北樹会病院
（株）谷口工業所
（有）石井自動車　　　
札幌日信電子（株）
つばめタクシー
自衛隊豊平駐屯地
（社福）草の実会　
　清　田　区　　　　　　　　　　
北野地区民生委員児童委員協議会
　南　　　区　　　　　　　　　　
（有）石川燃料商事
（社福）聖静学園　石山センター
（株）丸正　東　真
五輪橋産科婦人科小児科病院
重森産業（株）
第一エンヂニアリング（株）
陸上自衛隊真駒内駐屯地司令
札幌育児園
北の沢デイセンター
　西　　　区　　　　　　　　　　
（株）クリーンリバー
（株）北海道ダイエィテック
琴似商店街振興組合
団地組合法人クリーンリバーフィネス
　　　　　　　　　　　　宮ケ丘公園
発寒神社
薬師寺
札幌琴似整形外科
三王印刷（株）
三和荘
宗教法人　浄恩寺
発寒北地区民生委員児童委員協議会
八軒中央地区民生委員児童委員協議会



区社協・事業所等連絡先（西区）
○西区社協　641-6996　○西ヘルパーセンター・あんしん 24西　613-4020　○西相談センター　618-3294　
○西区第 2地域包括支援センター　661-3929　○調査センター　632-5686　○西老人福祉センター　641-400110

やさしい街

情報トピックス  〜札幌市社協からのお知らせ〜 

　多年にわたって社会福祉に功績のあった方々を表彰いたします。
　また、記念講演を開催します。
○日　　時　7月 3日（木）13：00〜 16：00　
○場　　所　札幌市民ホール　大ホール（中央区北 1条西１丁目）
○入場無料　申し込み不要　（直接ご来場ください）
○記念講演　「出会いの人生から学んだこと」　

○講　　師　弁護士　菊地　幸夫さん
　中央大学法学部卒業。元司法研修所刑事弁護教官。現在、社会福祉法人練馬
区社会福祉事業団理事も務める。また、日本テレビ「行列のできる法律相談所」
及び「スッキリ!!」にレギュラーとして出演。2013年末には、「スッキリ!!」の司会
者加藤浩次氏とともにギネス世界記録を樹立（ボクシンググローブキャッチ）。
　弁護士業務の傍ら体力作りにも勤しみ、各地のトライアスロン大会へも出場。
地元小学生のバレーボールチームの監督等も務めている。
○問い合わせ　総務課（11ページ参照）

　自力での除雪が困難な一戸建ての高齢者世帯や障がい者世帯などを対象にした福祉除雪にご協
力いただける企業や団体・個人ボランティアを募集していますので、ぜひ、ご参加をよろしくお
願いいたします。
福祉除雪の活動内容
○除雪範囲　�間口（道路への出入り口部分）を概ね幅1.5m、敷地内（玄関までの通路部分）を歩行に支障のない

程度（概ね80㎝）で除雪してください。
○除雪日時　�道路除雪が行われた日（新雪除雪のため、札幌市の除雪車が入った日）の12時までに除雪を行ってく

ださい。
○除雪期間　平成26年12月1日（月）から平成27年3月25日（水）まで
○活�動�費　活動費として、1世帯につき21,000円を活動終了後（3月末）にお支払いいたします。
　　　　　　※複数世帯を担当していただくことも可能です。
　　　　　　※�活動費は月割りでの算出となっており、1月から活動に取り組んでいただくと1世帯につき15,750円、�

2月から活動に取り組んでいただく10,500円、3月から取り組んでいただくと5,250円となります。
○そ�の�他　�活動を希望する区の社会福祉協議会に登録していただきます。登録後、活動希望地域・活動希望世帯

数などに応じて、除雪を担当する世帯を調整させていただきます。
○問い合わせ　地域福祉係（11ページ参照）

①第37回　札幌市社会福祉大会のご案内

　②福祉除雪協力員を募集しています（利用者急増につき通年募集！）



社会福祉法人 
札幌市社会福祉協議会 
地域福祉本部（法人本部）
〒 060-0042 
札幌市中央区大通西 19 丁目 1-1 
札幌市社会福祉総合センター 3 階 
TEL（011）614-3345（代表） 
FAX（011）614-1109

経営財務部（電話）
　総務課・展示ホール	 614-3343
　社会福祉総合センター	 614-2948
　情報センター資料室	 614-2001	
地域福祉部（電話）
　地域福祉係	 614-3344
　札幌市共同募金委員会	 614-3532
　生活福祉係	 614-0169
　生活・就労支援センターあつべつ	 802-6382

地域包括ケア本部・
介護事業本部
〒 060-0001 
札幌市中央区北 1 条西 9 丁目 
リンケージプラザ 3 階
TEL（011）272-4020 
FAX（011）272-4010

地域福祉部
　ボランティア活動係	 219-1737
　ボランティア活動センター	 223-6005
　福祉人材研修係	 272-4020
　ほっ・とプラザ	 272-4440
　さっぽろ子育て
　　　　サポートセンター	 272-2415
　高齢者・障がい者生活あんしん支援センター	
　	（権利擁護係）	 632-7355

札幌市社協のお問合せ先

地域包括部
　施設福祉係	 614-1002
　（札幌市社会福祉総合センター内）
　養護老人ホーム札幌市長生園	 614-1171
　札幌市保養センターこまおか	 583-8553
　地域包括係・調査係	 209-4021

介護事業部
　管理係	 272-4020
　訪問介護係・支援事業係	 209-4020
　総合支援センターえがお	 231-3294
　訪問看護ステーションあんしん
	 208-3511

区社協・事業所等連絡先（手稲区）
○手稲区社協　681-2644　○手稲ヘルパーセンター　684-8050　○手稲相談センター　683-3294
○介護予防センター中央・鉄北　682-1294　○手稲調査センター　686-2750 11
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○応募内容
　テ�ー�マ�「安心してくらせる福祉のまち」
　応募資格　札幌市内の小学校4年生〜6年生
　応募作品　未発表・自作のもので、応募用紙裏面のＡ3サイズ
○応募方法　市社協・各区社協で受付
○表　　彰
　表彰式において札幌市長賞のほか各賞を表彰いたします。
　応募者全員に参加賞があります。
○募集締切
　7月31日（木）【当日消印有効】
○応募用紙の配布先
　市社協、各区社協　ボランティア活動センター他
○問い合わせ　地域福祉係（下記参照）　※本会ホームページでも詳細をご覧になれます。

③小学生の描く「人にやさしい福祉のまちづくりポスター」作品募集

○内　　容　　�訪問介護（身体介護・生活援助）
○資　　格　　�介護福祉士またはホームヘルパー２級課程以上修了者
○給　　与　　�時給1,000円〜（交通費実費支給）経験、土日・祝日、早朝夜間、年末年始など加算あり
○所　　属　　�お住まいの区のヘルパーセンター（居住区以外も可）
○時　　間　　�7：00〜21：00の時間帯で実働4時間程度（ローテーションにより決定）
　　　　　　　　　※土・日・祝日も含めて週８時間以上勤務可能な方
○採　　用　　�随時採用試験（面接・適性試験）を実施
○そ�の�他　　�定例会議・研修会あり　電話相談でのサポートなど
○お問合わせ　�管理係（下記参照）

　④ホームヘルパー募集～札幌市社協が実施する訪問介護事業のホームヘルパーを募集しています～

25年度の入賞作品

札幌市立手稲北小学校
６年（当時）野口そよか さん

札幌市立青葉小学校
６年（当時）吉田紘子さん



【第7回の問題はこちら！】
Q 　この４月に札幌市社協は札幌市福祉事業団と合併しました。こ

れで昨年から続いた福祉○団体による統合・合併作業が終了し新
社協がスタートしました。

　 さて、○に入る団体数をA〜Cのうち、1つを選んで回答してく
ださい。

A　3　　　B　5　　　C　10

【クイズの応募方法】
　①住所　②氏名　③電話番号　④クイズの答えを記入のうえ、下
記まではがきかFAXでご応募ください。
平成26年6月6日（金）必着
〒060-0042 札幌市中央区大通西19丁目1-1
 札幌市社会福祉協議会　地域福祉課　検定クイズ係
 【FAXの場合は（011）614-1109まで】
　応募多数の場合は抽選のうえ当選者を決定いたします。当選者の
発表は景品の発送もって行います。

【まもりんから一言】
　４月から福祉事業団さんと一緒になりました。市民のみなさんにサービス向上を感じていただけるよう、職員みんなで考えてい
ます。さて、表紙の上段のイラストにお気づきですか？そう、札幌市10区それぞれの風景がイラストとして加わりました。社協
が市民の皆様に愛されよう、まもりんも職員も市民の皆様をあたたかく包み込める存在でありたいと思っています。

？

≪3月号の答え　B　34号　やさしい街としては24年続いてます≫

情報トピックス 〜札幌市社協からのお知らせ〜 

 2014/1/28 一般財団法人札幌信用金庫社会福祉基金 様
　  車いす１台
　　　  （公益社団法人札幌市母子寡婦福祉連合会へ払出）
　 2014/2/6 坂井　一夫 様　 1,000,000円
　 2014/2/21 笑福おどりの会 代表 井下　房江 様　2,000円
　 2014/2/27 矢田　美子 様　4,150円
　 2014/2/27 安相　松江 様　5,000円
　 2014/3/17 澤田　ミチヨ 様　1,000,000円
 2014/3/31 中薗真由美オカリナアンサンブル 様　10,000円

さっぽろ地域福祉検定　～クイズに答えて景品をゲット！～

　「さっぽろ地域福祉検定」は、札幌市社協の地域福祉推進にご協力いただいている企業ととも
にお送りいたします。今回は福祉用具企業連絡会に参画いただいている「白十字株式会社」様に
応援していただきました。

【景品】
口内清潔ウェットボトル
タイプ100枚入り、ショー
ドックスーパー10枚入り
をセットで20名様に！

一般財団法人

札幌信用金庫社会福祉基金 様

ご寄附ありがとうございました

　地域福祉の玉手箱　　　市社協ホームページがリニューアル
　４月から札幌市社会福祉協議会のホームページが新しく
なりました。
　２年にわたって続けてまいりました統合・合併が終了
し、新社協の顔として、ぜひご覧ください。
　詳しくは次号でご紹介する予定です。


